
★保護者等連絡アプリが１０月より運用されます！ 

連絡アプリ「小原小安全メール（まめーる）」を本年度は使っています。 

来年度からは校務支援ソフトと連携がとれる「すぐーる」を使っていきます。そこで、１０月から試験的に運用

を始めます。欠席連絡（遅刻や早退などを含む）などもこのアプリから送信できるようになります。登録の手順

などは、後日、説明プリントを配布させていただきますので、ご協力いただきますようお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

２学期が始まりました！一つひとつの行事を成長の機会に！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小原小学校だより №５ 

令和６年(2024 年)９月号 

いのち輝く小原っ子 

小原小学校のホームページもご覧ください！ 

９月のおもな行事 

２日(月)２学期始業式 13:15 下校（給食あり） 

５日(木)声楽ふれあい音楽教室 

６日(金)稲刈り 

９日(月)委員会活動 避難訓練(地震→火災) 

１０日(火)身体測定（４～６年） 

１１日(水)身体測定（１～３年） 

１２日(木)読み聞かせ 下校時刻の変更日 

    下校時刻 1･2 年 14:15 3～6 年 15:10 

１６日(祝)敬老の日 

１８日(水)個別懇談 1日目 

１９日(木)個別懇談 2日目 

２０日(金)校内人権の日 移動図書館 

２３日(祝)秋分の日 

２５日(水)６年甲賀市陸上記録会 

３０日(月)運動会係別打合せ(4～6 年) 

 

１０月のおもな行事 

１日(火)全校集会 

４日(金)ｽｸｰﾙｶﾞｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ訪問 運動会前日準備 

５日(土)運動会 

７日(月)振替休業日 

１０日(木)建設現場見学会(３～６年） 

１１日(金)委員会活動 移動図書館 

１４日(祝)スポーツの日 

１６日(水)CBT 調査研究学校訪問 

１７日(木)読み聞かせ 青空本ミート 

１８日(金)芸術鑑賞ワークショップ(６年) 

２２日(火)校内人権の日 

２４日(木)４校校外学習（５年） 

２５日(金)小川天満宮祭典 

２６日(土)県陸上記録会 

２８日(月)クラブ活動 

３０日(水)収穫祭 学校評議員会 

 ２学期の始業式に「ライ麦の根」のお話をしました。普通の大きさの植木鉢にライ麦の種をま

き、水を与えながら数十日育てると２０㎝ほどの小さな麦の苗が育ちます。小さい苗はその生命

を支えていくためにいったいどれほどの根を土の中に広げているかという問題を子どもたちに問

いました。 

①５０ｃｍ ②２００ｃｍ（２ｍ） ③２ｋｍ ④その他 

 著者：五木寛之さんの「生きるヒント」によると、答えは④のその他だそうです。わずか２０

㎝の小さな苗が地中に伸ばす細かい毛根までもすべて足していくと、なんと１１２００ｋｍもの

根が伸びているそうです。信じられないですが、その長さは日本を飛び出して、アフリカにある

マダガスカルという国までの距離だそうです。 

 五木さんはその本の中で「風にそよぐ１本のライ麦が、その貧弱な生命を支えるために１１２

００ｋｍの根を目に見えない土の中に張りめぐらし、そこから必死で生命の糧を吸い上げつつ生

きているというのは、実に感動的ではありませんか。」と述べておられました。 

 最後に子どもたちに、『「私」を育てるのは、「私」自身であること。張り巡らされた根のよ

うに、私たち人間は考える力「脳」がどんな動物よりもすぐれたものとして与えられていること。

この力を生かして、２学期の学習や行事での取り組みに、精一杯感じ・考え・行動し、自分を育

てていってくれることを願っている。』と伝えました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
クマ情報についてお知らせとお願い 

 

 

 

これまでのクマ目撃情報を整理します。 

①６月１８日 夜間に黄瀬の国道を横断する。ドライブレコーダーに記録が残る。 

②７月２０日 夜間に信楽町西区立石橋付近の国道を横断する。ドライブレコーダーに記録が残る。 

③８月１５日 夕方 18:00 頃、小川の貯水池近くで目撃。記録に残っているとのこと。 

④８月１９日 午前 10:00 頃、信楽中裏方面の江田地先で目撃。クマと断定できず。 

⑤８月２０日 神山地先の森のカフェ付近で目撃。クマと断定できず。 

とのことでした。その後は目撃情報は届けられていません。いずれにしても、今のところ、民家や納屋

倉庫に侵入したとの情報はありません。人との接触は避けるように行動していることがうかがえます。 

◇子どもたちに伝えた対応方法は・・・ 

以前から滋賀県内でも多数のクマ出没情報のあった県北部地域に問い合わせをしたり、滋賀県や甲賀市

のクマ出没対応マニュアルを参考にしたりして、現在の対策をとっています。①予防対応：クマと人が

遭遇することがないように事前に行う対応。クマに対する対応の基本となる。②一般対応：集落内およ

び集落周辺などでクマの目撃があり、当面、人身または生活環境への被害の危険性が小さい場合にとる

対応。③緊急対応：人身または生活環境への被害もしくは被害の危険性が高い場合にとる対応。この３

段階があり、現在は②の一般対応となっています。子どもたちには、「サルへの対応と違い、出会った

場合は目をそむけずに静かにあとずさりをすること。クマ鈴で人間の存在を伝えること。」を伝えてい

ます。クマよけスプレー（１０ｍほど噴射する）も学校には３つ配備していただきました。出会い頭に

スプレーを使い興奮させてしまったら、大事故になるそうで、有効な手段がないそうです。このクマよ

けスプレーは納屋倉庫などに侵入したクマを追い出すために使うそうです。 

◇お願い クマを発見したら・・・ 

①その時の様子を携帯などで動画や画像に撮影保存できるとありがたいです。 

②学校（82-1077）、警察、甲賀市林業振興課獣害対策室（69-2194）までお知らせください。 

③登下校について、集団登校や集団下校、見回りなどの対策を関係機関と連携を取りながら進めてまい

ります。緊急対応が必要となった場合は、送迎などもお願いすることも考えられます。子どもたちの

安全を第一に考え、可能な限りご協力をお願いいたします。 

更生保護女性会様より 
図書カードをご寄贈いただき 

図書を購入させていただきました 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
9/5 声楽ふれあい音楽教室 
  びわ湖ホール声楽 

アンサンブルより 
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